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高
市
政
権
が
進
め
る
実
質
改
憲
と
明
文
改
憲 

 

改
憲
派
が
３
分
の
２
を
超
え
る
国
会
勢
力
の
中
で
、
憲
法
審
査

会
が
本
格
稼
働
し
始
め
た
。 

 

 

自
民
党
が
改
定
項
目
と
し
て
い
る
の
は
４
項
目
（
自
衛
隊
の
明

記
、
緊
急
事
態
対
応
、
合
区
解
消
・
地
方
公
共
団
体
、
教
育
充

実
）
だ
が
、
本
丸
は
９
条
だ
。
２
０
１
２
年
の
自
民
党
改
憲
草
案

で
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
戦
争
の
放
棄
」
を
謳
っ
た
９
条
第
２
項
を
削

除
し
「
国
防
軍
」
を
明
記
し
た
。
前
文
な
ど
で
は
国
民
の
権
利
よ

り
も
国
家
を
優
先
し
て
い
る
。 

高
市
政
権
は
、
今
年
中
に
「
安
全
保
障
３
文
書
」(

国
家
安
全

保
障
戦
略
、
国
家
防
衛
戦
略
、
防
衛
力
整
備
計
画
）
を
改
定
し
、

自
衛
隊
の
能
力
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
方
針
を
書
き
込
む
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
国
家
総
動
員
体
制
作
り
に
向
け
た
法
整
備
も
強

行
し
た
。
国
家
情
報
局
設
置
に
あ
た
り
、
自
民
党
小
林
政
調
会
長

は
、
「
箱
を
作
る
だ
け
で
は
意
味
が
な
い
。
い
か
に
生
き
た
組
織

に
し
て
い
く
の
か
、
運
用
面
、
機
能
面
の
評
価
を
詰
め
て
い
か
な 

      

け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
日
本
国
旗
損
壊
罪
を
新

設
し
、
「
刑
罰
を
も
っ
て
強
制
す
る
こ
と
が
適
当
か
と
い
う
根
本

的
な
問
題
が
あ
る
」(

99
年
国
旗
国
歌
法
制
定
時
の
政
府
答
弁)

と
し
て
い
た
日
の
丸
尊
重
を
２
年
以
下
の
懲
役
な
ど
の
刑
罰
に
よ

っ
て
強
制
す
る
こ
と
と
し
た
。
来
年
の
通
常
国
会
を
目
指
す
と
し

て
い
る
ス
パ
イ
防
止
法
も
含
め
、
国
民
意
識
の
統
合
を
は
か
り
、

少
な
く
と
も
平
和
運
動
な
ど
の
反
政
府
的
な
運
動
を
委
縮
さ
せ
、

そ
の
先
に
密
告
・
恐
怖
政
治
体
制
を
作
る
意
図
で
あ
る
。 

 

武
器
輸
出
の
解
禁
と
軍
事
産
業
育
成
も
閣
議
の
み
で
決
定
し
た
。

76
年
の
宮
澤
喜
一
外
相
の
答
弁
で
は
「
わ
が
国
は
兵
器
の
輸
出

を
し
て
金
を
稼
ぐ
ほ
ど
落
ち
ぶ
れ
て
は
い
な
い
」
と
し
て
い
た
が
、

高
市
首
相
は
国
会
答
弁
で
「
落
ち
ぶ
れ
た
こ
と
だ
と
は
思
わ
な
い
。

時
代
が
変
わ
っ
た
」
と
述
べ
た
。
高
市
氏
は
「
戦
後
80
年
以
上

日
本
は
平
和
国
家
と
し
て
歩
ん
で
き
た
。
基
本
理
念
を
堅
持
す
る

こ
と
に
全
く
変
わ
り
は
な
い
。
」
と
述
べ
た
が
「
戦
後
防
衛
政
策

の
特
徴
で
あ
っ
た
平
和
主
義
か
ら
の
東
京
の
転
換
に
お
け
る
重
要
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な
節
目
」(

英
・
Ｂ
Ｂ
Ｃ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ)

と
報
道
さ
れ

た
。
現
在
の
日
本
は
、
世
界
か
ら
は
「
戦
争
を
す
る
国
」
と
し
か

見
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
小
泉
防
衛
相
を
は
じ
め
、
非
核
三

原
則
の
う
ち
「
持
ち
込
ま
せ
ず
」
を
見
直
し
、
「
核
共
有
」
に
踏

み
込
む
発
言
が
相
次
い
で
い
る
。 

 

国
際
秩
序
の
大
転
換
の
中
で 

い
か
に
軍
拡
反
対
を
主
張
す
る
か 

 

米
国
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
ラ
ン
へ
の
軍
事
侵
攻
は
、
国
連
憲

章
・
国
際
法
へ
の
明
確
な
違
反
で
あ
り
、
学
校
、
医
療
施
設
、
住

宅
な
ど
へ
の
攻
撃
は
戦
争
犯
罪
だ
。
「
発
電
所
へ
の
攻
撃
、
石
器

時
代
に
戻
す
」
な
ど
の
発
言
や
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
マ
ド
ゥ
ロ
大
統
領

拘
束
、
キ
ュ
ー
バ
に
体
制
変
換
を
求
め
る
「
脅
し
」
も
国
際
人
道

法
違
反
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
パ
レ
ス

チ
ナ
侵
攻
と
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
・
植
民
地
化
も
同
様
で
あ
る
。
大

国
・
軍
事
強
国
に
よ
る
他
国
侵
略
が
相
次
ぐ
情
勢
は
、
「
力
の
強

い
国
が
力
の
弱
い
国
を
支
配
す
る
の
は
当
た
り
前
」
と
い
う
植
民

地
主
義
思
想
が
２
度
の
世
界
大
戦
を
招
い
た
と
い
う
反
省
は
霧
消

し
た
と
感
じ
さ
せ
る
。 

 

３
回
連
続
の
成
果
文
書
不
採
択
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
兵
器
不
拡

散
条
約
）
体
制
「
崩
壊
」
や
米
国
の
国
連
機
関
等
脱
退
・
イ
ス
ラ

エ
ル
の
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
（
国
際
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
救
済
事
業
機
関
）

活
動
禁
止
法
な
ど
「
国
連
を
中
心
と
し
た
平
和
秩
序
」
は
崩
壊
の

危
機
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

で
は
、
護
憲
派
は
ど
の
よ
う
に
軍
拡
反
対
を
主
張
す
べ
き
か
。 

１ 

台
湾
有
事
は
ホ
ン
ト
に
起
こ
る
の
か 

 

日
本
が
、
現
在
の
国
際
紛
争
に
対
す
る
方
針
を
貫
い
て
い
る
間

は
、
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
「
台
湾
有

事
」
し
か
な
い
。
そ
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
①
中
国
が
台
湾
に
武
力
侵

攻
→
②
米
国
の
武
力
介
入
→
在
日
米
軍
基
地
へ
の
攻
撃
で
日
本
有

事
に
発
展
。
ま
た
は
①
米
艦
艇
等
が
攻
撃
さ
れ
損
耗
→
②
存
立
危

機
事
態
の
発
令
で
日
本
の
参
戦
、
と
い
う
も
の
だ
。
し
か
し
、
そ

も
そ
も
中
国
は
台
湾
に
武
力
侵
攻
す
る
の
か
、
米
国
の
「
ジ
ャ
パ

ン
ハ
ン
ド
ラ
ー
」
た
ち
は
さ
か
ん
に
「
２
０
２
８
年
ま
で
に
あ

る
」
と
言
っ
て
き
た
が
、
根
拠
は
「
中
国
が
過
去
20
年
で
軍
事

力
を
大
幅
に
増
強
。
習
近
平
主
席
が
27
年
ま
で
に
台
湾
侵
攻
を

成
功
さ
せ
る
準
備
を
整
え
る
よ
う
人
民
解
放
軍
に
指
示
を
出
し

た
」
な
ど
不
明
確
な
も
の
ば
か
り
。
台
湾
世
論
は
、
「
無
期
限
の

現
状
維
持
を
望
む
」
が
７
～
８
割
。
「
武
力
で
解
決
す
べ
き
で
は

な
い
」
55
・
１
％
で
あ
る
。
台
湾
有
事
が
起
こ
り
う
る
の
は
、

何
ら
か
の
挑
発
が
戦
闘
に
発
展
す
る
こ
と
だ
が
、
こ
れ
も
全
面
戦

争
に
な
る
可
能
性
は
低
い
。 

 

む
し
ろ
、
米
国
は
い
ま
だ
に
輸
入
の
14
％
を
中
国
に
依
存
し
、

２
８
０
０
億
ド
ル
を
中
国
に
投
資
し
、
８
５
０
０
億
ド
ル
の
米
国
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債
を
中
国
が
保
有
す
る
相
互
依
存
関
係
を
無
に
帰
す
こ
と
は
な
い

と
考
え
る
の
が
常
識
的
だ
。 

２ 
台
湾
有
事
で
戦
う
の
は
日
本
と
中
国 

 

米
国
の
戦
略
国
際
問
題
研
究
所(

Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
は
「
核
保
有
国

の
領
土
を
攻
撃
す
れ
ば
、
核
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
警
戒
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
中
国
本
土
を
攻
撃
で
き
な
い
場
合
の
戦
争
計
画

も
策
定
し
て
お
く
べ
き
」
と
勧
告
し
て
い
る
。
２
０
１
５
年
「
日

米
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
「
自
衛
隊
は
、
日
本
を
防
衛
す
る
た

め
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
作
戦
を
主
体
的
に
実
施
す
る
。
米
軍
は
、

自
衛
隊
の
作
戦
を
支
援
し
補
完
す
る
作
戦
を
実
施
す
る
」
と
し
て

お
り
、
台
湾
有
事
が
起
こ
さ
れ
た
場
合
、
米
軍
の
役
割
は
「
日
本

の
作
戦
の
支
援
・
補
完
」
、
闘
う
の
は
中
国
と
台
湾
・
日
本
、
そ

し
て
戦
場
は
日
本
と
台
湾
と
な
る
想
定
だ
。 

３ 

ス
タ
ン
ド
オ
フ 

攻
撃
は
際
限
な
い 

軍
拡
競
争
に 

南
西
シ
フ
ト
で
自
衛
隊
の
基

地
・
ミ
サ
イ
ル
を
増
強
す
る
日

本
の
防
衛
戦
略
の
基
本
は
、
敵

基
地
攻
撃
能
力
も
含
め
「
ス
タ

ン
ド
オ
フ
攻
撃
＝
敵
の
攻
撃
の

届
か
な
い
距
離
か
ら
の
攻
撃
」
と 

さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
際
限
の
な
い
攻
撃
力
の
拡
大
競
争
で
し
か
な

い
。 

 

「
仮
想
敵
国
」
と
す
る
中
国
の
２
０
２
６
年
の
国
防
費
は
約

40
兆
円
。
日
本
の
26
倍
の
広
大
な
国
土
（
26
倍
の
ス
タ
ン
ド
オ

フ
が
可
能
）
と
10
倍
の
人
口
（
10
倍
の
人
的
損
耗
が
可
能
）
を

持
つ
中
国
に
対
抗
す
る
軍
事
力
を
持
つ
と
い
う
の
は
リ
ア
ル
な
の

か
。
軍
事
に
よ
る
抑
止
で
は
「
核
武
装
こ
そ
が
最
大
の
ス
タ
ン
ド

オ
フ
能
力
」
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。 

４ 

平
和
の
果
実
は
失
わ
れ
る 

 

冷
戦
終
了
で
、
欧
州
各
国
の
軍
事
費
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
以
下
に

な
っ
て
い
た
が
、
Ｅ
Ｕ
は
「
欧
州
再
軍
備
計
画
」
を
定
め
、
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
は
「
防
衛
費
」
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
５
％
目
標
で
合
意
し
た
。 

 

日
本
の
軍
事
費
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
・
約
11
兆
円
へ
の
引
き

上
げ
に
、
１
兆
円
は
増
税
で
賄
っ
た
。
米
国
か
ら
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

３
・
５
％
へ
の
引
き
上
げ
が
求
め
ら
れ
、
今
年
１
月
の
米
国
国
家

防
衛
戦
略(

Ｎ
Ｄ
Ｓ)

で
は
、
同
盟
国
に
軍
事
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
５
％

に
す
る
よ
う
求
め
る
方
針
を
明
記
。
Ｎ
Ｄ
Ｓ
は
「
新
た
な
グ
ロ
ー

バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
し
て
い
る
。 

軍
事
費
３
・
５
％
な
ら
24
・
２
兆
円
、
５
％
な
ら
34
・
６
兆

円
。
34
・
６
兆
円
は
26
年
度
予
算
に
当
て
は
め
れ
ば
、
予
算
の

28
・
３
％
で
あ
る
。
増
税
に
加
え
て
、
社
会
保
障
や
文
教
予
算
、

地
方
交
付
税
な
ど
国
民
生
活
関
連
予
算
の
改
悪
し
か
財
源
は
な
い
。

ま
か
な 
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「
平
和
の
果
実
は
奪
わ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。 

 
そ
れ
は
、
世
界
的
に
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。
米
国
・
欧
州
諸

国
は
国
連
機
関
に
対
す
る
拠
出
金
を
削
減
し
、
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
職
員
の
約
25
％
相
当
の
人
員
削
減
を
計
画
、
世

界
食
糧
計
画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
は
約
27
％
の
人
員
削
減
、
複
数
の

国
・
地
域
で
現
地
事
務
所
を
縮
小
。
ユ
ニ
セ
フ
は
人
員
を
25
％

削
減
、
ス
タ
ッ
フ
の
多
く
を
「
低
コ
ス
ト
地
域
」
へ
移
転
。
国
連

難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
は
総
人
件
費
30
％

の
削
減
見
込
み
で
、
南
部
ア
フ
リ
カ
の
地
域
事
務
所
の
閉
鎖
・
集

約
が
進
ん
で
い
る
。 

 

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
諸
国
で
も
、
社
会
保
障
改
悪
が
議
論
さ
れ
始
め

た
。
結
局
、
悲
哀
を
こ
う
む
る
の
は
途
上
国
・
貧
困
層
な
ど
の
弱

い
立
場
の
人
々
で
あ
る
。 

 

非
武
装
中
立
と
主
張
す
る
こ
と
が
リ
ア
ル 

 

専
守
防
衛
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
１
９
８
１
年
の
防
衛
白
書

に
お
い
て
、
「
相
手
か
ら
武
力
攻
撃
を
受
け
た
と
き
初
め
て
防
衛

力
を
行
使
し
、
保
持
す
る
防
衛
力
も
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限

の
も
の
に
限
る
な
ど
の
受
動
的
な
防
衛
戦
略
の
姿
勢
」
と
記
載
さ

れ
、
そ
の
後
の
閣
議
決
定
、
答
弁
で
定
着
し
て
き
た
。
し
か
し
弱

点
が
あ
る
。
①
敵
基
地
攻
撃
能
力
す
ら
「
専
守
防
衛
の
一
環
」
と

強
弁
さ
れ
、
軍
拡
へ
の
抑
制
力
を
持
ち
得
な
く
な
っ
て
い
る
。
②

多
く
の
「
専
守
防
衛
論
者
」
は
、
前
提
が
日
米
軍
事
同
盟
の
維
持

に
あ
り
、
地
位
協
定
に
基
づ
く
米
軍
基
地
配
置
、
日
本
全
土
に
お

け
る
米
軍
訓
練
の
自
由
、
基
地
被
害
に
対
す
る
歯
止
め
に
な
ら
ず
、

日
米
軍
事
一
体
化
が
進
む
今
日
、
そ
の
危
険
性
を
止
め
ら
れ
な
い
。 

 

そ
れ
で
も
、
非
武
装
中
立
論
者
と
専
守
防
衛
論
者
は
、
と
も
に

歩
む
べ
き
で
あ
る
。 

 

例
え
ば
、
自
衛
隊
を
災
害
救
助
組
織
に
改
編
す
る
に
際
し
、
一

定
の
時
間
を
か
け
て
国
民
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
と
外
交
で
周
辺

国
の
理
解
を
得
る
こ
と
を
同
時
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
意

味
で
、
「
た
ど
る
道
筋
は
、
途
中
ま
で
は
ほ
ぼ
同
じ
」
で
あ
り
、

そ
の
過
程
を
通
じ
て
「
専
守
防
衛
」
か
ら
「
非
武
装
中
立
」
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

日
本
世
論
調
査
会
（
26
年
８
月
）
に
よ
れ
ば
、 

非
核
三
原
則

を
堅
持
す
べ
き
76
％
、
米
国
と
の
核
兵
器
共
有
を
め
ざ
す
べ
き

で
は
な
い
77
％
、
防
衛
費
増
を
不
支
持
78
％
で
あ
る
。
世
論
の

主
流
は
軍
拡
反
対
で
あ
る
。 

 

 

そ
し
て
、
高
市
政
権
の
戦
争
準
備
、
改
憲
策
動
に
若
い
人
々
が

自
発
的
に
反
対
の
声
を
上
げ
始
め
た
。
今
、
必
要
な
こ
と
は
、

「
自
覚
す
る
人
」
を
い
か
に
増
や
す
か
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
自
覚
」
す
る
人
々
と
連
帯
し
、
行
動
し
よ
う
。 

（
や
ま
さ
き 

し
ゅ
う
い
ち
） 


